
 

 
 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

ロフト家具は空間を有効に使うだけでなく、布やパイプを組み合わせることでブランコ

などの遊具に変化したり、ままごと家具の配置を変え、ダンボールで仕切りを作ることで

お家になったりお化け屋敷になるなど、固定した使い方でなく子どもの興味や関心によっ

て変化できる余地が生まれ、子ども自身が手を加えることができる楽しさがありました。 

また、アグレッシブな遊びのみならず、戸外で運動量が多い遊びの時期には、ロフト下

にソファーを置いてひと休みしたり、２階に絵本コーナーを置いてゆったりとした時間が

過ごせたりと、アイディア次第で使い方が無限に広がりました。 

ロフト家具を使う中で、２階に様々なおもちゃや椅子などを運び入れたり、２階からレ

ゴブロックを落として遊ぶなどの姿があった際には、５歳児が中心となり遊び方について

話し合い、自分たちなりのルールを決めて各クラスに伝達する姿がみられました。使って

いく中で出た問題点について子どもたちが話し合い、「どうすればみんなが使いやすい

か」「危険な遊び方はどうすればなくなるのか」などの答えを出し、何度も試行錯誤しな

がらルール作りができたことは子どもたちの成長につながりました。 

 

 

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

 ロフト家具を使い込むことで、ささくれやヒビ割れなどが見られました。そこで、年に

２回ほど保護者と一緒に自然塗料を塗るなど、楽しみながらメンテナンスを行なってきま

した。 

日常の点検を十分に行うことで思わぬケガを防ぐ事につながるため、マニュアル化して

いきます。。 

 ロフトの下部分は照明が届きにくく、暗くなることがあります。その暗さが落ち着く空

間の雰囲気を醸し出す効果もありますが、遊びの環境によっては死角になってしまうこと

があるため、職員配置や環境構成を考えていきます。 

 成果と評価にもあるように、ロフト家具は無限の可能性があることがわかりました。子

どもの成長や興味関心によって変化できるロフトは、子どもたちにとって魅力的な場所に

なりました。 

今後は他の学年にもロフトを設置していきたいです。 

 

 

以上 

保保育育計計画画成成果果報報告告書書  

法人名 社会福祉法人みんなのえがお 

施設名 さんさん保育園 

報告者（役職） 皆川 奈津子（園長） 

住所・連絡先 

茨城県水戸市米沢町 330-1 

☎  029-350-2537      

 E-mail  info@sunsun310.com 

   

〇タイトル（保育計画） 

どうなってるの？理事長のあし 

～すなおなこころの子どもたちに伝えたいこと～ 

 

〇主な助成備品 

体験用大腿儀義足 

 

 

⒈⒈ 保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

理事長が義足であることから、子ども達は毎日義足とふれあっています。目で見た情

報を実際に子どもたち自身で体験することで、自分と他人を比較することができます。

比較をすることであらたな発見が生まれます。学びとしての目標は、困っているときに

自然と手助けできる能力、困ったときに手伝ってと言える能力、人はそれぞれ違った点

があり、それを個性ととらえることができる能力、言葉かけの能力、を感じ取り身につ

ける事です。 

また、理事長自身の生き方、過ごし方を見せる事で、自分自身や身の回りの人に、困

難が訪れた時に、片足 1本失っても元気に生きている人間を知っていることで、多少の

壁も乗り越えられる意識に転換することができるのではないかと考えたからです。 

 

 

⒉⒉ 具具体体的的なな実実施施内内容容  

園長先生により、プロジェクターを用いて、義足のくうちゃんの絵本「くうちゃんい

ってらっしゃい」を読み聞かせした後に、大人用の模擬義足を先生が使用してお手本を

見せてから子ども用模擬義足をこども達に年長さん→年中さん→年少さんの順番に体

験してもらいました。体験後に理事長の話をしました。 

模擬義足では、不自由さから足を大きく出してしまうこども達ですが、大きく出して

しまうと上手く歩けません。不自由な足は小さな歩幅にしないと歩けないので、急がば
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回れのような気持ちをこども達に持たせるよう努めました。 

その後、絵本の工程と同じように、理事長の義足を外し、断端部を子ども達に見せま

した。義足を履くには、シリコンライナーという物を先につけてそれから義足に差し込

むことを実演しました。義足の足を持って振り回したり、持ち上げたり、踏んだり引っ

張ったりすると転んでしまうかもしれないから気をつけましょうね、という話をしま

した。 

    

                                                                                        

         

 

 

  

 

 

  

         

 

実際に義足の取り外しの様子を 

園児達に見せる皆川理事長 

 

模擬義足での歩行に挑戦する園児                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本「くうちゃんいってらっしゃい」 
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絵本「くうちゃんいってらっしゃい」 

 

⒊⒊ そそのの成成果果とと評評価価  

子ども達に断端部を見せて触らせたときに、「ぷにぷにでしょ？」と投げかけた言葉が、

衝撃的な時に入ってきた言葉で、子ども達には、ぷにぷにという印象が強く残ってしまいま

した。もちろん、ぷにぷにだったという印象も大事ではありますが、「歩く時には大変な時

もあったりするから、義足の人を見かけた時にはお手伝いしてあげられると良いね。」など

の言葉を先に話せると良かったです。 

降園時に保護者がお迎えに来た際、「今日、義足つけたんだ！」と保護者に楽しそうに話

す子ども達の姿がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  保護者に義足を紹介する園児 

 

 

⒋⒋ 今今後後のの課課題題とと展展望望  

午前中の少ない時間の中での体験会だったので、保育中に小さく取り入れたり、運動会の

種目の中に入れたり、大人用の模擬義足もあるので先生や保護者も一緒になって体験でき

るようなイベントができるようにしていきたいです。 

子ども用の松葉杖や車椅子を購入し、松葉杖の使い方、車椅子の使い方も体験していける

とケガした時や、ケガをした人のケアに関しても学んでいけると思いますので、伝えていき

たいと考えています。 

障がい者とのふれあいをたくさん増やすことで、色んな環境の人がいて、それにすぐ適応

できる人間力を身につけていきたいので、様々な障がい者に協力を依頼して、夏祭りなど、

一緒に楽しめるようなイベントを企画していきたいです。 

 

以上 
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